
Ｂ：野菜・果物仲間さがし（絵あわせ）

備 考

「身の回りの自然を利用したり、身近にある物を使ったりなどして遊びを工夫し、みんなで遊びを
楽しむことができるようにする」に対応

学習指導要領

20～30分実施時間目安

カード遊びを通して、楽しみながら野菜・果物に興味をもつ目 的

画像データ（野菜・果物カード／写真データ2枚で1組）ツ ー ル

【準備】

野菜・果物カードをプリントアウトします（A4サイズ）。なるべく厚手の紙（写真用のプリンタ用紙な
ど）を使ってください。1ページに４組分（2枚1組）が配置されていますので、カットしてご使用くださ
い。

【実施方法】

1）野菜・果物カードを伏せた状態でよく混ぜ、重ならないように全部テーブルや床に広げる
※黒板に貼ってもよい。その場合拡大してプリントアウトしてください。

2）好きな2枚をその場で表に向ける。写真のカード2枚が同じものであれば、それらを取ることがで
き、もう一度プレイできる

3）2枚が異なる場合、カードを元通りに伏せて次の児童の順番となる。すべてのカードがなくなる
まで行い、取ったカードの枚数が多い児童の勝ちとなる

4）ゲーム終了後、野菜・果物カードの中に、知らないものがあったかどうか質問する（知らない野
菜・果物があった場合は先生が教えてあげてください。野菜・果物の名前は画像データの最後の
4ページに書いてあります）

5）カードの中から、お気に入りの野菜や果物を選ぶ

6）まとめ
「野菜や果物にはいろんな種類があり、形や色、味もそれぞれさまざまです。私たちが元気に遊
んだり勉強したりするのに、なくてはならない食べ物です」とし、次に「野菜・果物の名前をおぼえ
たところでビンゴゲームをやってみましょう」とプログラムC『野菜・果物ビンゴゲーム』につなげる。
また「これらの野菜や果物はどのように育っているのか考えてみましょう」と、プログラムD『どんなふ
うに育っているの？』につなげてもよい。

◆その他ゲームの進め方

※班ごとに5、6人でゲームを行い、班代表者を決め、次に班の代表者同士でゲームを行い、ナン
バーワンの班を決める（この場合、カードは班の数だけ必要）

※班で答える人を順番に変えていき、いくつかの班が対抗する（カードは１組）

※クラス全員で一斉に行う（黒板に裏返しにカードを貼り、クラス全員の児童が順番に答えていく）

※クラスの人数が少ない場合は、個人のトーナメント方式する

など、学年や児童の実態に合わせ、進め方を工夫する

実施方法 例）
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野菜・果物カードを使って、いろいろな野菜・果物に親しんでいくゲームを行う概 要
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り ん ご アスパラガス アボカド バ ナ ナ
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いんげん ごぼう ブロッコリー メロン
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にんじん カリフラワー セロリ さくらんぼ

かぼちゃ とうもろこし キャベツ レタス



名前

ぶどうオレンジ もも なし

グリーンピース ピーマン パイナップル かき



じゃがいも さつまいも だいこん きゅうり
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ほうれんそう いちご みかん トマト


